彦根まちなか博物館「カリスマ学芸員」募集要項
　「彦根まちなか博物館」では、来館者にコレクションの説明をしていただくボランティア「カリスマ学芸員」を募集しています。
展示するのは彦根に縁のあるコレクションばかりです。４００年に一度のこの機会に、
あなたの力を貸してください。一緒に４００年祭を運営しましょう。
展示内容　　　　①EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(くさかべ),日下部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(めいかく),鳴鶴)コレクション

　　　　　　　　　　　明治三大書家の一人、日下部鳴鶴は彦根藩士。清酒「月桂冠」の文字を書いたことでも有名。回碗法で書かれた書体は近代以降の書字のモデルとなり、その流れは現代でも引き継がれています。彦根出身の鳴鶴コレクションを多くの市民からお借りしたもので、中には貴重な逸品も含まれています。
　　　　　　　　②高橋狗佛コレクション

　　　　　　　　　　　高橋敬吉は彦根藩主井伊家の教育係を務めるかたわら、「玩雪山狗佛寺」（がんせつざんくぶつじ）と号し、全国の郷土玩具収集に情熱を注いだ人物。彦根市立図書館に寄贈された約３千点に及ぶコレクションが築城４００年祭でデビューします。

③引札コレクション

　　　元禄の頃に始まる引札は、薬屋、酒屋、呉服屋、線香屋など商店や商品の現代で言う「チラシ」。錦絵の多色刷りに起源をもち、みごとな引札はとても人気があり、手元において眺めたり絵柄を楽しんだと推測されます。
④近江鉄道コレクション
明治生まれの私鉄で開業当時の社名を今もなお残しているのは、
全国で「近江鉄道」など数社だけです。近江鉄道はガチャコンの
愛称で親しまれているローカル線。ED系電気機関車が動態保存さ
れ、ライブミュージアムとして全国のマニアに注目されています。
開催期間　　　　平成１９年３月２１日（水・祝）～１１月２５日（日）

（期間中、ご協力いただける日・時間だけでかまいません。）
業務内容　　　　・来館者への展示品の説明・応対。チケット、コレクショングッズ等の販売。その他、彦根まちなか博物館の運営に係ること。

応募資格　　　　年齢、性別不問（但し、18歳未満の方は保護者の同意が必要です。）
そ の 他　　　　・ご応募いただいた方を対象として平成１９年２月頃に「カリスマ学芸員養成講座」（土日開催、約２時間）を開催し、受講された方に修了証（カリスマ学芸員資格）を付与します。
　　　　　　　　・彦根まちなか博物館「カリスマ学芸員」としてご活動いただくにあたり、報酬等の支給はありません。

・実行委員会でボランティア活動保険に加入します。

・応募の際にいただいた個人情報については、本件活動以外に使用いたしません。

応募方法　　　　所定の応募用紙に必要事項を記載のうえ、下記まで。

　　　　　　　　お問合せ先　　国宝・彦根城築城４００年祭実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　彦根まちなか博物館担当　彦根商工会議所
〒522-0063　彦根市中央町3－8　

　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０７４９－２２－４５５１・Fax２６－２７３０
国宝・彦根城築城４００年祭

彦根まちなか博物館「カリスマ学芸員」申込書

	お名前


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）



	生年月日


	　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　日生


	ご住所


	〒　　　　



	電話番号


	　　　　　　　―　　　　　　　―



	　ＦＡＸ番号
	　　　　　　　―　　　　　　　―



	メールアドレス


	

	コメント

（応募のきっかけやご希望などご記入してください）

	

	保護者の同意書


	未成年者の方は、下記に保護者の同意署名・捺印をお願いします。

保護者名　　　　　　　　　　　　　　　　　印




